
防 虫 和 学 茄 36 番-1i

thebrainlessdiapausingpupae,themothemerges. tebratesgivenegativeassayresults.However,

4.Mainandwell･knownhormonesand enzy･ Someneurohumorssometimesindicateaquestion-

mesproducedinthebrainandpancreasofver･ able(土)result.
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ヒトlJガ科の一種の性誘引物質一炭化水素-

HydrocarbonSex PheromoneinTigerMoths

(Arctiidae) W.L.Roelofs and 氏.T.Cardd

Sciencc171,684(1971).

ヒトt)ガ料の一種 Homomeh.nanigricansのメス

50頚の股部末g;rrutを切り塩化メチレンで抽出した.粗抽

山物を用いてケン化,アセチル化,央-i･:化を行なった

が反応後も活性に変化はなかった.シリカゲルカラム

クロマトグラフ法で分離f榊注し石油エーテル何分に活

性があることから,化合物は nonpolarなものである

と考えられた. マススペクトル分析は. 分子イオン

m/e-254を与え, これは C18化合物にあたる. M-

15,M-43の 2-methylalkaneに特徴的な開裂の見

られることから,2,5-dimethylhexadecaneか,2-

methylheptadecaneが考えられるが, ガスクロマト

グラフ上の挙動から.このガの性誘引物田の化学梢迫

は,2-methylheptadecaneであると同定された.

H.nl'gn'cansはH.aurantF'acacomplexの巾の9

つの兄郊種の1つでそれらの少なくとも8手屯及び,余

り近縁ではない班の H.lacta,PyTYharctz'aisabeLla

も2-methylheptadecaneに誘引きれ それらのガの

雌抽出物に,2-metbylheptadecaneが含まれること

が,ガスクロマトグラフ法及びマススペクトルによっ

て碓記された.

このような近線種で,しかも同一の性誘引物田を利

IT]している場合には.それらの間の性的陥舵に,住み

場所のちがい.地班的隔敵.発生回数のちがい (2化

性か1化性か), 交尾時間の目迎期等の要素が働いて

いるし.他の化合物が関与していることも考えられる.

2-methylpentadecane,2-methylhexadecane,2-

methyloctadecane,2-methylnonadecane,4-meth･

ylheptadecane,n-octadecaneは全く誘引性を示さ

なかった.2,15-dimethylhexadecaneはH.l'mmacu･

lataの雄数匹を誘引したが,2-methylheptadecane

のhG程度の誘引性であった. (北村実彬)

BudyrormMoth類の性フェロモンの特異性と分類

SexPheromoneSpecificityandTaxonomyof

Budworm Moths(Choristoneura)C.J.SANDERS,

Scfencc171,911(1971).

ハマキガ杓 Choristoneura屈には北米における松

柏杓の韮要な!L(出がたまれる.その 1つの C.fumife･

ranaは.はじめ, ただ 1つの輔とされていたが,負

近,それらの生凪 吐息分布,食性などの比較から,

C.fumiferana.C.J･fnus.C.occideガtallls,C.bl'ennfs,

C.oyae,C.vJ'n'dl'Sの6f刺こ分対された. はじめの2

矧 ま北米東部.班 りの4和は四部に分布する.しかし,

これら6柾の碓または雌のLE刑打形問には芸3_邦.がなく,

災幼虫では試みれば交配もできよう.そこでこの6壬窮

の雄の性フェロモンに対する反応を実験三三と野外で調

べたところ.その船架の火乃はつぎのとおりであった.

C.fumiferana,C.occl'dc〝tah'S,C.bfcn〝l'Sの3柾の

雌性フェロモンは同一か,または近似であろ.C.oTaC

と C.〆〝usの性フェロモンは上記3和のものとは異

なるが,たがいに同一か.近似である. C.vllridisは

形闇的にも他の5和とZijq･があるし,その雄も他種の

性 フェロモンにあまり反応しない. 放いて言えば,

C.?inusの性フェロモンに雌かに誘引される.

来部と西部に生息する種の問に同一の性フェロモン

があることは施行進化の例と考えられる.また,生息

分布が重なるものの間で同一の性フェロモンの存在す

る以上,その性的な嗣耶機梢の検討が必要である.節

二の物質がそれに関与しているとも考えられる.分布

が_Tr(なっている地域での評細な研兜によって.さらに

nj]かになるであろう. (桑原探正〕
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